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I.調査研究経您の概要

昭和年宸は二の研究の実施坪ス計画にしたがって、山瞬她方を代 

表するものビして、広島杲福山地威の半単缸をついて義施した。

二の地或の涓奪祈尧を行ろに当って、山海地方の 造林樹雇匕して、古 

つ之も生麦な地杭を占あているアカyッ林を对象yして、その生言状あ 

を・蜀嫌請因・子Xの関探がら究明する二/Iニレだ。

詞壹辯固および粗％者は択の如くである.

詞查新冋 昭和3 9耳s冃およ公『冃・

調查粗当看 河 田 弘

丸 山 明 堆

衣 卷 忠 司

掀取試料0粘土铉物の分析は本場地貞研免室に版頓した。同所兄室.氏 

木立正詞技官および<筌貝各二柔く意射する"

H•調査研究の成果 ・ . •

H — A.暖遂区分!二・囲ナる研究

□ -A-1.調互地喊ゆ概/

U — 4 —1—i,位・ 匱

今回の調査新究の対象,とした福山地域は"、緊/風に示ナように福山帀 

の光育、比緯ゲヂ①京・〜$4‘«、東経ノ为’/グ〜-/S9NS'の回に应 

量:する命此約3 0 Si、来酉約2勺 3 匕わたる她戒である。

府中布匕井原町を束西に結ぶ’線を竟I二して址は棵高 がクへ "ク師の 

中山地.南は7原高・_?彩 へ4"切の低山址を形成する.福山哒徵の国有 

林(福山経電区)約/万世久の中,割曄本中山地に含まれ瓦 危山地は 

主匕してせき悪、林地ないしせ至悪移行林地I二よって占められ•国有林も 

少いので今回の对象から康いて、中山地について詞査研突を進あるNめ 

Iてbた,
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4oKn\/^Km ルIく巩

弟ノ図、詞査地域の杭置(でノN)

〇——国有林 /

—4 —

n-a - / -ii\地形および地黄

今回・の調査地或はいわゆる中国地方隆起幣平原の—部に当り、樣蕎

S勿 〜 0mの平垣面ガ‘全地域に玄水っている。標蒿7〃刀次会二える 

山は、星岳山.(孑 Wm)、明石峠山(フ跛.〃次)、通ケ谷山(ク〃/ 

m)、 空山('7/夕/泛)•石コ、ノ山(7".2m )、鷹志园旨山(刀7ゲ 

笊)、仏族山(742.2加)、法山(ガP.6〃l)など'を敬えるのみで、全 

体/レてきわめ・で起伏は乏しい.

二の平坦面を刻む水糸は.北鄧あ来て流れる成泪川、中央部龙束に洗 

料る小田川.南部之南東1N旋肚る卢田川水ある水.こ松ら术Xリ組んで 

谷基度の大きい複雅な域形をなしていふ

N札らの地域を目岳・する§万分の/揩形回.由木・上T •井源€):｛匕半 

分・商中0比半分について址彩・マ闻成行った。その結果之卷末の附図, 

および附・我/〜41二禾す,

二の地威になく分布する母材は、第2回I二示ナよう匕古生ア、斑絃岩・ 

於岩史よび'花航の4程・で・面るハ・)

切峯画上の髙岩漫の分布を考慮ヒ入れる工、神石町古生尸地区、成泪町 

玲若址匹、三布町流統岩地匹,未見村古生戸址Wの9つ、の堀区は区分さ 
.“ 協和村・花质岩也已
れる.

これらのsつの地区における起代昼は 初ax. 4/d W.へ rnin,財 mて、 

ある.した本って〇〜 425の画を 迎 m ご匕仁ノ4の惡伏堇階え匹 

分Lてボめた各地区ごめの娘最分布は第9図ロ示ナ如くで、あ&

米 その化中生T: 宛三危汙・次石知え)繰岩等が・小面積分布する.

次・各起伏量:お上ひ'、公底建陰に為する方眼救の名地区全方眼・数な対ナる 

percent售已で、示した・摂算須顔:Xもいう弋き値そある.ある方眼中匸 

N種またはそれ,以上の皆材か分布し、いずれかの商積木’万眠の7割区 

满たない揚合には、M方眼の值は除いた。

S——



谷宏成は加以.夕7～/如‘なであお。し左水って、 S までの向を

3ご、/I二/ bの谷基蕙會二区分レて求あた各比区ヱ、Nの煩度分布よ第4 

図に示す妲くである.

起伏量および、各基度の面からは.上記の§つの地区はぞな关れ穴のよ 

うな地I形 的な恃微:を示レていた.すなわち•神石可占生广她心 よひ、三 

和酊茹絞•岩地区吐起代量う煩度曲線の山水ケ"〜/知次|てあって 二 

0鏡囲に入る方前敗か約7ク％次&ある.谷范安の頻喪曲糸の山は/4 
〜2 "ニあって、各地な中もつめ书蒿い。レ水しな水・ら岀氮療辰は少 

<.マの詞後N/ — 範囲I二入る方眼數は前•看で的Uク免、彼看

は約メ〃外え通ぎない。漱羽町企君地区は前二看に同様ビタの〜ノ,〃 

初に起伏量の號段曲練0四がある太、二の絶囲・に入る万枢数は約7, 

［二過ぎず•左らに大きい起代堕睹に禹する方蛆枚は前二看よりダい・谷 

宏度の頻度曲線!才N /〜2 4な％いピークをなレて,二のiクラスの 

方眼数:は釣孕り丹を示している.来期村古生戸地区は同様に起伏;量の溟 

蕉曲線の m乂・は/崩〜ノザ〃初匕あるが、前三看0ように段いピーク 

を形成ぜず:また. 加 ～ za灰および、めVへケルノ1に书蒿Mは伍 

い本ピーク水鬼ら札る. 容宏寇は/2ヽ/Sに銳いビークが見«う机, 

その前・後ク〜/Pの公澀段藤仁入る方眼は約6寸丹に達する,湘n村花 

尙君处区は何四看工其り、起伏量:の療度曲原0ビーク木Z" 〜2方))I 

にあって、比較乾大芝l\zいえる,での丽彼ユ/"マ"omの範囲に入 

る方眼数は約すク矛は逢する。公密度は2/〜 24友顏点匕する錢し' 

ピークをなし.ぞク前彼/よ〜N70公癸段魅I二入る方貝艮故は約すク 

為］ニ達する, ,•

>x上を絲冶・する匕 稀石町古生戸推压および'三和町旎絞差地区は全体

・ 各起伏量および容宏凝贋に指する方眼敗う各地匹全方眼数に対する 

尸er眼泓え笋で示I生仲娘度ヒ右いうペき値・であ瓦 ある方眼中にZ 
禧またはそれ以上の母材が分布し、いず火かの商積が、方眼以ア割I二满た 

ない勝合には.その方・眠の値は除い巴。

&
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神石珀・古生唇セK 
成硒・玲誕区

峻若地区 

水电树・古生循地区 

蝴術北航岩地区

起伏量階分布図
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Nして超犬蛍は小さく、谷家喪は大きく、もつZう準平原的な摩形の特 

徵をマなえているXい宏よう,来鬼村古生戸地区および’裕利村花南岩也 

瓦は、全佐Xしては前二看ヒ比べる2起优屋はKまく、公宏蔑は小さく、 

也形的に若いヒいえよう。ニれ!こ衬して.成羽町玲岩地れは起伏量お上 

び谷客廣〇いずれの忍からもあま/丿明りようではかい水・前・二者I二つ1\ 
で準平京的な特徴をそなえた地形ビいえよう。

ローハー1一 iii. •気 佚

分回つ詞査地域の気煲刀観測盧は笄/袤I二示ナ妲くである,願戸內海 

・辯刀、ら中国肯果山脈に向うI二iたがって、年平珅天:QjSTと年降水 

堂の増大が舅ら)nる水:詞査也或は年平切気:温/ノへ/次 年降水塗

ノ 〃〃〜/尸イQ 〃｛以の影圈K入るに兎てさしっかえな:いであろう。

U-A-； -IV,林 ス

今回の誼査址或中、三河电滋欲岩地区および神村花傷若坡広は主Z 
してアカマツ天然,生恭にょcて占あられており.戾泠い 〜斜蔺パ部ヒ 

はヒノキ造林松の恿ら肽ゐ筐帝r书ある加 その分布は部分的であり、萄 

積もきわめて少1\。未見村古生戸地区は大正初舟に行わ炊たスギおよ.び 

ヒノ千の造:林地か殳いか、中腹〜 尾根では天箴・アカマ»の侵入lzよ 

ってアカマツzの混交林ないいオアカマツ林Jニなっている翳合4)少くな 

い,二肽わゆ地威では現圧伐檢か、進め由胜ている’神石可古生戸成区お 

よび、成羽町g殖区はヒノキ・スギ、辱の造林地本妥い,

I［一 A —乙弛区瓦分の根様史各地压の特徴

ス上グ結・衆、二の調査地企の卷麼•旧分に当っては,主_xして母升およ 

び趙形的因子の相違え重点、友お1、て.上述のように頌つの地区|てれ分す 

るこXh2した。さらえ、名地区已むいて国有林の占める蔺積、林見(主 

米・な島林栗・塲の寛料’、、国宿林野土:發藹查報告広笥経営区"(大 

灰嘗林曷、未慈表)力ヽら引用。
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として林令)に基す<調査対象林分0分布導を考處|ス入れて 上記の5 
处瓦の中.［リ 三和町魔参;岩定区および 2)场和村花崗岩旭区女中心 

に、ニらI二糸見村古生尸地区の一部を含めて糖肇讀査0対象地区匕した.

本年度は /)三和町旎絞君•柩区の中から通ケ会山国有校および 2) 

協和村花曲岩地広から清六山およ公法山国有林を遶匕で梢密蒼査を行〇 

W。 "-

H — A —3.各種土廉。姓状:およ况分布

IE ームー3 - i,各:h壌の分布および形態灼特敬

本年麗の精密蔣査を行クた通ケ容日、清六山および法山の両地区ヒお 

ける各土族の分布状温は鼻$および6図に示す如くである.

両比匹はひず‘れも楊色赤林土城群ヒ唇する各土壊によって占められ・ 

他の土塞群に看する土壊は鬼られなかった,

通ケ容山ではBa、 Bb, Bd以)(能積および匍行),Bd (館)里 

土廉、清六山治よび’広山ではBa, Bd0)(匍)、8d (崩横ないし押 

患)型土島 出Mが見られた.

ニれうの各北液占代煮断面の形態的特徴およが王な植更は第z我匕示 

すかくである。二股ら各:し廢の形態的な椅徴:は、両址困を通じて同一土. 

壌両では土柱を降いてとくにいちち、%レい栢遂は見られなかつ 知 また, 

両地区0いず粗|ても犬通し在特敝XLて、BD(d)(糖積)公よび’Bd ( 

爾積)更匸癡はいずれ书A戸の廃達か・一散に不まで、厚さ/Q〜 3m 

程度に画ぎなかった二Xが生目さ炊た,二の短は華者らの分までの詞査 

績采で吐、肯梁山脈ほ迁い地城、なよび、順戸内诲沿岸の仕き惡林、地およ 

ぴ同移行林苑域;の中両にイ±!置するアカマツ林を主?I本Xする趙域に比いて 

なく ー搬に認あられゐ特徴;のように懸われる.このような土癞の隹成踵 

産等ヒついては参後の詞査研宠Iこゆずりたい,ニれらク忐兴外は、千の 

侶の各土壌も會めていす肌の場合右形態的特繼は、各セ媛"塞率里え比

氷・土.饌の分頰は国・有林土坂詞壹に準樣して行つ栏・

ノ N



ベて匕くにA'ちぢ’るしい相适は認められれかった.

植主切面では•BdgX)および・ 3d型土壌:においてリヨウス、、アセビ, 

ソヨゴ:上サカキ・で、ソノヾツッジ等〇慈彳生型の植生木かなり出猊してい 

を二匕カヾ江目された,二の怎は温吸募雨な気娓的因子の影暫こ太って、 

二の地方か全源約に義松の瑕壊匕松かれているうではないかX椎定士火 

な水•二の炼は冃様に身受の詞査研究に待ち右い.

上述の畢柄および比形の相巽は次0よろに両調奪旭凶に治ける各土壊 

©分布および'諸性J貫1二いちぢるレい相天を毛たらしているこYポ認あら 

れた。•すなわち、诵ケ谷山で廿、/なお上び:/〃 林死の界・を形成ナる巾 

脚の短A'轮頂な彦根では、亀根から斜面上部にかけて 如 型土_厳か・て 

れ］二つつ“く斜面中腺 〜 下鄧|ニかけてBd(gL)(匍行)型土盛水 立らに 

沢沿い0縁斜ナ也二はBd C韻頑)型土壌水分布する だ0狛のせセ尾根 

W、ら斜面上部IこはBa型土癌が,斜・面中腹 〜 斜面下却］二Bd(〇 (館積 

〜 匍行)型土壌水広く分布レ、立らに沃沿いには,Bd (痢積J型土厳が: 

幅决く分•布ナる,

清六山および、:茨山では一艘に山啣の比較的五いせや卷嶼カ地形安形成 

し、毫根 〜 斜面上奇にかけてBa型土蔑术•斜面ヰ褒 〜 下部(汰迁 

くまで)I二Bd«i)(匍行〜一部荫積)型土嗾ペ分布し,Bd (清積J里 

土環は沢冷い—斜商下部にかけて惰获く分布するに通ざす、、菌/積も少 

ない。

H —A —3 — ii「土壌の自然状:態の理学的炷^

土壌刀色ふ状:態の建学的/更■噴は第3表|三示す妨くである.両調聳区の 

间い土厳をで昨番札比談するん 乾性セ壌(皈 および、Be型土禳)で 

は両地或の差はあまり明睞ではなかったず、適脚隹土壌(Bd(つお土び・ 

Bd型土儀)鹫字顶;山治よび条山］花崗岩)地区。方が、通ヶ君山( 

芯岩)他匹よ侦リ】うヒ大きいXb、えよ丸 また.細孔隙に汙する 

短孔隙の比率はいず狀の土制二ついても前看の方が後者よリいちぢ’るL 
く大きかった, ^
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第3表. 苜芯状態の理学的性質

也ビ 土壊里
防面

盾 就 跃 左 達 水 璽 ラ分 北 族 登 般大答水密し 最小 掠取時含水量 固依 部分 組戒

番号 cm ヾ分 /$分 平あ
び横里

個 粗 計 容磧カ 重登％ 故暨 容穂％ 室量％ 細土 泉 根
B A

福4
B/ 2 —L> 沁 ?/ 92 79 Z8 方 を 42 い / b 8 2T.6 /44 2.ノ

(彩) Bn / & —z 〇 /7 / S ノ k 9乙 Z? が 夕, よ 〇 S D E 24 W 4。4 //.& 〇0

B B-
Z辞)

A - B S —7 ・ 〇 3 9 4・〇 N7 方 料 ミ〇 W 2" 4.7

通
蜘 既 2 〇 —N4 S7 〇>/ 9フ I〇 7 24 扌ノ 43 -4/ /2 27 Z6 9 9も a 4 脂

、グスノ

32 4 〇 一 44 次 々q 3 / /7 4$ 37 ° 34 Nゲ W «4 —
ケ 

谷 

山

3 〇 cd)-
(出,

んー 42 <? 一 /z パ3 /ぐ〃 /S 2 34 2. ? 33 $•6 * パS Z/ /ダ 9./ 34,〇 /./
福Z B/ 3 0 一 3 4 ケz 9 / 9 2 ヾ& ハ 亍Q 有 44 // $ q 24 b4 /心 〇/,3 〇^

Bn 4 i —S 0 84 * Z 号4 §4 2.3 3" ヾ7 SQ 22. / 7 2$ ノ Z/ ^.6 ま4.0 財

B D 以),
(匍)

A — B ミ —y 4* 47 4S- 9〇 34 Z3 49 3 / 7 ハ 4 / 8/ ・护 孝.3

絞 

岩

福 8/
Bn

/ b

ク〇

一 z 0

一 a 4
2。

2 b
/ q
2 b

ZD
26

w
Z 〇4-

zq 

を

? 〇

? 〇 ヾq

方/ b 2

3

& 

?

2ク

2.7
93

27

3/、8

Sザク
S-J
2$

/7

D.S
A 4 -X 扌» 摩 S-7 才/ 43 2. / 以 繇 77 b 4/ Sチ をふ 4,2 MS

Bレ
砂

B/ / 6 —Z0 3 ? ^7 ケよ / 〇 2 2 2 s q 夕4 ハ s 3(f ?.4 /./

(崩) & 3 6 —4D 44 44 44 / 〇 b 22. ? b $<? 4 b 孝G /Z 2/ 技 バ

83 S 3 —b 〇 13 /2 /? // & 34 /が 方 49 4 6 ：s mb §4 *.3 7.6 財

8 A
B/ 4 -ず 2.3 N5 2 & / D 3 2P ? 6 ぐ6 扌ノ ダ2 バ /扌 ノ4 A.7 9/ Z7
Bn zク ー乙4 b 〇 & Z. /ノ /2.7 パ ? 〇 49 Sフ 亍Z [2 E /S 4&.q 97 /.4-

肯 B D (d),

(葡)

A / —占 S/4 3 2 2 3/ぞ 7$ /4 47 6 / 4〇 8 2 N/ パ 2 2 E.9 ミ.ノ

福8 B /〇 一 /0 ノb 4 バイ /力 夕［ / 7 4 D ヾ7 ^2. 4 6 /S Z4 2 6 q.S ん7 ノ・2
天 

山
A/ 2.6 一" 222. 2 b 4 -Z /扌 ノ つ / 2 0 3 4 $4 4S ヾ〇 9 24 2つ 混・〇 8.7 *

B D-
酒7

A 2 一 し ¥ 7 2 0^ 2D <? /〇 〇 /『 q 9/ 44 7 y 3 げ/ ?/-7 / H 2 ノ
お

8, 一 24 b b ,7 //〃 /尸 N 6 0F 4夂 b ZS 扌っ ケN3 2 3.9
よ (睇

82 3 & _ 40 $4 b 2 打 / ° 7 ノ4 2$ 4 2 9 <? 4-3 ゲ 2/ 2^ 2^i 2「4

伝 

1LX

B A- 

(残)

(A-B)w 2 —g 77 フ« 6 ? M 4〇 ケN S& 次 // 2Z Z 〇・/ /" 心

福// B/ 12 一 / 4 Nn 6 2 S b 23 / 宓 /r 2 SN S4 S/ ノあ /4 2 / zS,8 2/7 クフ
62 & 一 m 0 /4 / M 8 /ハ 9S /§ 32 47 40 7 Z0 2 ? zつ・/ 2；7 々

S 
畠

B D—)
4 4 一 & m ノ 9 ぎ〇 ? 如4 72 2 / 44 △ $ 罚 76 / s

4
2 6 方 ZG.Z が 庁•7

(司)
褐/, B/ / b 一 •? 〇 方 だ P? //ク /<? 3 / 4.9 4S 48 2S 27 扌・.0 /4$ 0.7

君 田 mo 一 夕 4 /" /S'? /" 聲 / P 9ぐ g 4 2 / / 2 b S 2企 /4-.0 。3

B 〇・
く押出)

A 4 一 ? 9/6 方N * g S-7 6 r 4 b ¥9 /夕 b 2 /8.4 / 0 b 6.2-
術4 Bz —N4 / 7, ノ b J> /〃 巧 N/ さ« 5 ぐ〇 7 シ 4〇 "6 だっ /•/

6z mJ —40 ? 9 次 ノ" 7 2 / 2? SV 4 b 4 ? S | 3も 8- ノ 4,9 ウ3

—/<P一



H — A — s* — iii, ±, 柱

土・淀は第4表匕示す坦く下ある.
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宛4表(っつ、・き)

城
土廢型
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通ケ谷山 (注紋岩)地区はいずれもEcは得し、埴薦であるグに対 

し式、清六山および击山(挖崗岩)地区はいす股もSO L — S LB為 

し、砂墳であった本・二朕らの点h±母豺の影響W示すものZいえよう。

H- A-3-IV, 土墩の化学的/隹箕

土癢の化学的佳萸は廉マ秉Iこ禾す如くである。

今回調莖Lた両她区の土斑は全腰ヒ爾植<0含有重は小い,C — N率は 

物生土壌(皈およぴ”Bb型・土廉)芟は大きく、適准胜土壕(Bd(oUお 

よび、8d型土壌丿では踐少を:示していたか、適拘/隹土厳では表尸土で〃 

〜2S (多くは2〃~NS)を示し、顿地方匕おける同じセ壊I二此ペ 

るXいちぢ’るしく大さ(A値を示レてい在二Vか?洼目さ肽巨"PHは袤戸 

土で、44ヽ・4记示し、髭性五塩では強酸!生を呈してし、在。・快容竜は 

袤戸土でよ一24冰。//の3.(冬く蛀ノ4〜ノ7丿・交,示し、姦林土,瘾と 

しては比較的少なかった。ま在•表尸五つ畋隹CaおよびM牙飽和農 
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第5表・化学的性買
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は乾性土盛では小兰く、逝樹此土琅では增大を示;した水、Cひ"喪は 

4〜3ミ?。、Ng 婭!機•はす「. •“•『％律反を示;した.匕くに8。以)お 

よびBd型!土蟻ではそ肛それ 〜 ％ノ ～ %を示R これら 

の土廠ビして成全眠的匕.やや低い匕いズよう.瘓<舟収係救は去尸土で 

5〇 〇〜ク”ク直禾し、全發rz低かった。

I［一 A ーヾ-V, 土癥の一次離および粘土蜘

今日の雨調査地因ヱQいて、おのおの范性土壌(ふ 型1 土竅、残襪之) 

および適瓶性土壊(Bd型土壊、嗣積土)1断面つ、‘っを建んで、素戸土 

おまひ、下戸土仁ついて細砂© ー灰嫁物、および杉土宏物の同悬行った. 

結呆は第もおよひ、審フ表I二示す始くであ&

可地区いずれW細砂のー缶斂物では火山かラス・舞石•甫因石が残積 

土よりも韻演土］ニ多く.粘土鉉物ではカオリナイトか・常積土より衆積上 

に多い偵向が認められ左。

n_ A -4•考 ・・察

ス上翊ように.母材"および推形的な相童匕七匕づ-いて区分レ上両地域 

崖比鮫ナるN•上述の土瘡の分布状沅の相違は地形0相查J二均とプくも

第 ん 表、細能一頒鉉物組成

地

区

断面 

四聖

T

叔ー
石・英

%
長石

% %

輝石

潮％ 赤越％

大山

ガ砂
不明

做玄 

勿

福4
版俊)

B/ b.f> 負 43 2..3 。.も /•2 /〇・/ 易"

あ 妇 /" い /・ぐ /§ g シ.6
福$

Bd (制

A 刀,/ /泊 3,6 /〇 〃,ケ・ 95
& 7.3 E/ /て 〃,N /?./ QS

福〃

饥残)

Am 〃3 F //. g 47ゝ み

Bz 22P "3 u. み 2/
福9
8d(W

A K $〃ノ 2.0 財 D 1>/ /ノ6 E
82 源3 か 4,/ 2ぞ い /杼 3 *
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籌7 奏•格土格物組缺

地区
紙面蚕号 

土族型
戸位

丿、ロイザイト 

加杓、砒仆
千ス、サイN カわ丿ナイK モンモリロナ仆

就 
ケ
散

ん
石 
炬

福4
Ba (残)

B/ + + ++ X
B2 +十 X +++

福$

B D (崩)

A + + +

Ba + + +' +

%

歯

、巻 
山'^

福〃

Ba (殃)

A/n + + + +++

B 2 + + ++ 十‘++

福9
Bd (篇)

A + + +

Bz + + +
X ------含松
+ ------椎・ ークう脈さNぐ况まで

++---- - ‘ 4 cm ノ

+++ ― -- 〃 q cm ,

ゆヒいえよケ まな,各土裹いす、札に先共通して易られ右土!性むまび孔 

隙組成り相昼さ、再林の影誓•を衣吹Iている¥いえよ.う。さらI二、ニの 

よろな孔隙組成巧相金両地区.画のZ. く任適四/座土壌匕ぶいて用りよう 

I二示さ股たようI二透水隹0栢蓬をもたらしてし、る匕いえよう。

しかbながら、各土壌をそれ卷忆呢較するZ両地区间］二匕ぐ二明驟な相 

逢は見ら机右かっだ。

二の地g上壌の全輕的な傾伺・めして.腐尷う含有量が少く、匕くに 

通岡住土朦においてC-N率水大きく、摩族生&小およひW3繼种良が 

かなり低いこめ本注目された.ニれらの庶は断面形熊(A尸の知達)、 

腐植の含有星辱から推定されるよ刃ユ 土缎更齢•やや未勲な授階にあ 

るたあか.混駭寡兩な気曉的因子の影響仁よるやのか、ま左は:アカマッ 

林日'う捌穫の影響にぬるもの刀、、ニれら乡馬の解昭は今後16 された 

課題であろう。
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n - B,林木の戒辰/環域困・子に囲する碰兇

n- b - /,地食指救曲線

今回の調査結来は半単血勿七め仁資料忐歡珂少いのヤ、地位治敬曲緣 

は«〇年羨の詞査宏イ後作戎万る二匕|スした。

H—Dー乙名塵土壊匕林水の戒後

今回調査した林分のアカマ、y。成氏および療準水の樹幹解柝の箱棄は 

甯8および,表ヒ示す・如くである.

笄オ表・ アカマッ調査林分の成長

地

威

林分

N0.
土 瓊

林

令

本板

"馭
平均樹蒿

(m)
平羯直径
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上述<0よう】二価位指数:曲蘇水未柞成のたあヒ、一応瞽定的】二樹令4～ 〇 

年の樹高をもつズ地位瘩数めして圮較険討を行N)ユヒにした。

各土蟻翌別の地短・指数は奪"7図に示ナ如くである.

プカマッの成長は地位指敬9〜N2の幅のない疫化を示していなな. 

全艘的にはBa, Bb (タ〜/扌)V Bd(oI) ( /3〜2/ 3匕 Bd (
［い Z2 )型土埃0嗅に次第に 咬段童は曽大を示し・てい左 ヒくに、 

Bd (d)型五環にむけ・るアカマ、、の成長の幅が大き水った。

TE—BT’考 凝 ・

アカマツの求長/土壕め諸柱>\しめ阕係匕ついては次の如•くであ瓦 

今回涓查〔た結果では、同じ土壊をお輟オるめ通ケ谷繼匹z清六山お 

よび’歩山地区では、アカマ、ッゆ成夜J二Nくに相還がある以はいえかい〇 

したかって、前述のように、 両地区冋に息られた土性,払隙耦:成、N く 

Iこ日 D (』)および" B D型土玻の间で見らnた透水ノ隹の相選峰はアカマッ。 

東技に工くに日月りょうな粗違をおよぼ、しているXは認め難かつ左。(第 

ォ図参照)

セ壊の透术損歎、技戸土のPH、c・一 N率、置換世Cへ始和度史アカ 

マ、財の成长Xの阕療は常8〜Z /図'匕示ナ如くである.

ニれらの中置拠生喝灘和蔑およびPH水アカマ、ッの組长め匕くに眠 

リ・クではないボ歹少刀阔連生を术I、置换柱Gx飽和農グ皆大、P H 

の上昇に律って、アカマ、ンめ成毎は預好zなるようIニ思われた。しかし 

な水ら. 透水指效公よびc 一 N率は橱薄隹が•期ら水でなかった。

米 第//図のみ 型土粮の表尸土。 C-N萃はB /尸の値を用いた.
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1.今後に残された問題点

アカマッは•土癢系件一に対レて鈕点な樹・威めいわれているが、今・回の結 

果も就料煮敕が少いためになお会後の詞査結果をまたなけ炊ばならない 

太’•司様の結果水得ら利たといえよんこYJ二•BdE)型丑廉の成我指 

敬が幅広リ菠化形示したこN木注目された水•成長の劣るP2および、/〃 

は戎立本敬が笋く、やや通筮な林分であるニ»は、アカマッの戒涙には 

土蟻糸件の他に保育水、府力な因子ヒなり得る二Zを示唆するのではなし\ 

か匕恩、/b札る. ^

山陽地方匕おける土壌の分布は、 W內海帝からせき梁山脈にかけ 

て./)せき恙族形およびせき悪務行林、 2)やや未熟;な森林土壤、

s)成熟度の進んだ’森林土壌の蟆匕進移する治のx考えられる。分叵!の 

調査此感は2) I二相若ナる水、/)およびN)€>械戦の土嵌/联明によ 

り、土塚の我熟に伴う諸性阖の疫化の究明が、ニれらの地域の林地/生産 

カ松明らかにすやために車要な手かかりになるもの匕恩われる,

•■• M次年’度計画 ,

略和4 0辱荧は福山地区の残り平單位の調査を実行する予定でるる. 

弱荀地域必しては、花綺巷 流整.古え尸を毋林yナる各地区性つい 

て.ア刀マ»枷てついて調査を行う于走。
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